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はじめに

１ 計画改定の趣旨

２１世紀を迎え、我が国の社会は、高度情報化や少子・高齢化、経済のグローバル化

の進展などにより大きく変化しており、このような変化を踏まえた新しい教育の在り方

が問われている。

県教育委員会は、高校教育における、多様化する教育ニーズ、学校不適応や中途退学

の問題、生徒数の減少に伴う影響など、様々な課題を解決し、新しい時代に対応できる

人間の育成を図るため、平成１３年３月「２１世紀いきいきハイスクール推進計画」を

策定した。この計画に基づき、県立高校一校一校の活性化・特色化を図り、２１世紀を

たくましく、しなやかに生きる生徒を育てるため、様々な施策を実施してきた。

この計画の期間は、平成１１年度から平成２５年度までとし、平成１５年度までを前

期、平成２０年度までを中期、それ以降を後期としている。計画は、具体的な施策等に

ついて前期を中心に記し、中・後期については、大まかな方向のみを示していることか

ら、計画策定後の教育環境等の変化に対応した、新たな施策等を推進するため、「２１

世紀いきいきハイスクール推進計画」を中期を中心とした計画に改定することとした。

２ 計画改定までの経緯

県教育委員会は、平成９年度、県立高校の現状や課題等について、一般県民及び中学

生・高校生とその保護者を対象に、「県立高校に関する意識調査」を実施した。また、

これを基に、民間の調査研究機関に県立高校の将来の在り方についての研究を委託し、

民間の視点からの調査報告を受けた。

平成１０年度は、県内外の各界で活躍されている有識者など２５名の委員で構成され

た「県立高校将来構想懇話会」を設置し、幅広い視野から県立高校の将来構想の検討を

依頼した。懇話会は、平成１０年１２月に中間報告を公表し、県民からの意見を聴取し

た。それらを踏まえ、最終報告をまとめ、平成１１年３月に、県教育委員会に報告した。

平成１１年度には、県教育委員会は、このような経緯を踏まえ、２１世紀の県立高校

のあるべき姿とともに今後の施策の基本的な方向について示した「２１世紀いきいきハ

イスクール構想」を策定した。

平成１２年度は、この構想を受け、具体的な施策等について前期を中心に記し、中・

後期については、大まかな方向のみを示した「２１世紀いきいきハイスクール推進計画」

を策定した。

平成１３年度には、「推進計画」に基づき様々な施策を実施するとともに、平成１５

年度までに再編整備に着手する計画として、「２１世紀いきいきハイスクール前期再編

整備計画」を策定し、統合により新たに設置される高校ごとに新校準備委員会を設置し

た。
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平成１４年度は、「推進計画」に基づき、様々な施策を実施するとともに、新校準備

委員会は、新校の基本的枠組みや教育課程などについて、報告書をまとめ、平成１５年

３月に、県教育委員会に報告した。

平成１５年度には、「推進計画」に基づき、様々な施策を実施するとともに、新校の

開設準備委員長を中心に、新校準備委員会の報告書を踏まえ、新校で展開される具体的

な教育内容や必要な施設・設備などについて検討した。

３ 計画の性格、期間

この計画は、新しい時代に対応できる人間の育成を図るため、県立高校一校一校の活

性化・特色化を図り、各学校をいきいきとさせていくことをめざし、「明日をになう彩

の国の人づくり」、「彩りゆたかな高校づくり」、「信頼にこたえる開かれた学校づくり」

の三つの基本理念のもと、具体的施策等を推進するための総合的な計画である。

計画の期間は、平成１１年度から平成２５年度までとし、平成１５年度までを前期、

平成２０年度までを中期、それ以降を後期としている。

計画は社会情勢の変化や国の動向等を見守りながら、原則として５年ごとに見直し、

後期の計画については、平成２０年度の公表を目途とする。

計画の区分 計画の期間 計画の策定時期

前期 平成１１年度から平成１５年度まで 平成１３年３月

中期 平成１６年度から平成２０年度まで 平成１６年３月

後期 平成２１年度から平成２５年度まで 平成２１年３月（予定）
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第１章 中期を中心とした計画の考え方

１ 計画策定後の状況の変化

「２１世紀いきいきハイスクール推進計画」は、多様化する教育ニーズや生徒数の減

少に伴う影響などに対応するため策定されたが、計画策定後、次のような状況の変化が

生じてきている。

（１）社会状況の変化

我が国では、国際化、高度情報化、少子・高齢化などが急速に進展する一方、戦後

一貫して成長・発展を続けてきた経済活動が長期にわたって停滞し、雇用問題が深刻

化するなど、社会の多くの分野において制度疲労が起きており、これに対応するため、

様々な改革が進められている。

また、近年は、特に情報通信技術（ＩＴ）の発展と普及には目覚しいものがあり、

インターネットや携帯電話などの急激な普及により、学校での学習などでの活用や、

個々人の情報のやりとりを行える環境の整備などが急速に進んでいる。

さらに、地方分権という大きな流れの中で、国と地方の役割分担の見直しが行われ

ており、国・県・市町村を通じた効率的な行政体制の構築が求められている。本県に

おいては、本年４月にさいたま市が全国１３番目の政令指定都市となったが、県内市

町村の自主的合併を推進するため、市町村合併支援事業を実施し、合併に対する県民

の意識を深め、全県的な議論を盛り上げる施策を展開している。平成１６年３月１日

現在、合併協議会が２０（法定：１７、任意：３）設置されている。

今後、こうした社会状況の変化を踏まえ、「推進計画」を進めていく必要がある。

（２）教育環境の変化

ア 新しい学習指導要領の適用

平成１１年３月、高等学校学習指導要領が改正、告示され、平成１５年度から年

次進行により、段階的に適用されることになった。新しい学習指導要領は、完全学

校週５日制の下で、各学校がゆとりの中で特色ある教育活動を展開し、豊かな人間

性や基礎・基本を身に付けさせ、個性を生かし、自ら学び自ら考える力など「生き

る力」を培うことを基本的なねらいとしている。

各学校は、適切な教育課程を編成し、特色ある教育、特色ある学校づくりを進め

るとともに、「確かな学力」の向上に向けて創意工夫を生かした取組を進める必要

がある。
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イ ２１世紀教育新生プランの策定

国においては、平成１２年３月に「教育改革国民会議」が設置され、同年１２月

に教育改革に関する「最終報告」が出された。この報告を踏まえ、平成１３年１月

に、「２１世紀教育新生プラン」が取りまとめられ、「学校が良くなる、教育が変

わる」ための具体的な主要施策や課題及びこれらを実行するための具体的なタイム

スケジュールが明らかにされた。

また、「２１世紀教育新生プラン」をわかりやすく説明した、レインボープラン

〈７つの重点戦略〉では、「わかる授業で基礎学力の向上を図ります」、「楽しく安

心できる学習環境を整備します」、「父母や地域に信頼される学校づくりを行いま

す」、「教える「プロ」としての教師を育成します」などを掲げている。「２１世紀

教育新生プラン」を受け、平成１３年度及び１４年度には、教育改革に関連する法

律改正が行われた。

今後、こうした国の動きを踏まえ、新しい時代に対応した魅力ある学校づくりを

進めていく必要がある。

ウ 彩の国教育改革アクションプランの策定

地方分権や規制改革の流れを受け、教育の分野においても地域独自の様々な施策

が展開され始めている。このような中で、本県では、平成１３年１月に「彩の国教

育改革会議」を設置し、学校の在り方、家庭の役割、地域の役割の３つの視点から、

今後における本県教育の方向性について議論をいただき、同年１１月、「２１世紀

をたくましく生きる彩の国の子どもたちを育てるために」と題する提言をいただい

た。県としてこの提言の趣旨を踏まえた施策を全庁的に実施するため、平成１４年

２月、この提言を施策化した「彩の国教育改革アクションプラン」を策定し、学校

教育の充実、家庭や地域社会の教育力の向上を目指して、教育改革に取り組んでい

る。

今後も引き続き、「彩の国教育改革アクションプラン」に基づき施策を実施する

とともに、「彩の国教育改革会議」の提言の趣旨を生かして、高校改革を進めてい

く必要がある。

エ 通学区域の廃止

県教育委員会では、生徒、保護者の視点に立って、自らの意思と責任において、

自由な学校選択を保障するため、平成１６年度の埼玉県公立高等学校入学者選抜か

ら、全日制の課程普通科の通学区域を廃止することとした。これにより、生徒の学

校選択幅が拡大されることから、各学校がどのような教育活動を展開していくべき

か、中・長期的な視点から分析し、めざすべき学校像や育てたい生徒像を明確にし、

特色化をより一層推進することが必要となる。

また、各学校は特色化を進める中で、県民に対し、学校選択に必要な情報提供を

十分に行う必要がある。
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２ 中期を中心とした計画の基本的な考え方

（１）２１世紀を生きる生徒像（計画のめざす生徒像）

○ ２１世紀を生きる生徒には、変化の激しい社会の中で、自らの個性を輝かせる

とともに、他を理解し尊重できる、個として自立した人間となることが望まれる。

そのため

○ 県立高校においては、確かな学力の定着の下に、自らの夢の実現に向けてチャ

レンジする精神、社会性や国際性、また豊かな人間性など、国家及び社会の有為

な形成者としての資質や能力を身に付けた、２１世紀をたくましく、しなやかに

生きる生徒を育成する。
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（２）高校教育に期待されること

２１世紀をたくましく、しなやかに生きる生徒を育てるためには、高校教育におい

ては、社会の変化や生徒の多様化など、次に掲げる課題への対応が求められている。

ア 社会の変化への対応

国際化、情報化、少子・高齢化、科学技術の高度化、地球環境問題の深刻化な

ど、社会の変化がさらに進むことが予測される。

確かな学力を身に付けさせ、社会の変化に柔軟に

対応できる力を養うとともに、社会人としての基礎

・基本や、望ましい職業観・勤労観を養い、自らの

目標実現のため主体的に行動し、これからの社会を

生き抜く力を育成する教育を推進する必要がある。

イ 生徒の多様化への対応

増加する進学希望者に対応し、量的拡大を重点とした高校づくりを進めたこと

により、高校進学率は約９８％になり、多様な能力・適性、興味・関心を有する

生徒の入学により、生徒の多様化が一層進んだ。

生徒一人一人の資質や能力を伸ばすとともに、多

様な生徒のニーズに対応するため、総合学科、単位

制高校などの設置や、少人数学級編制、授業時間の

弾力化など柔軟なシステムづくり等を通して、今後

もさらに各学校の特色化を推進する必要がある。
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ウ 心と体の教育への対応

活力があり、ゆとりとうるおいのある社会を築くためには、豊かな人間性の育

成や健康の増進、体力の向上が重要である。

学校が、家庭、地域社会との連携を深めて、体験

活動や奉仕活動などを通した心の教育、健康に関す

る教育及び体力を培う教育を一層充実させる必要が

ある。

エ 生涯学習社会への対応

２１世紀の社会を主体的に生きるためには、生涯にわたって学び続けることが

重要である。

高校教育においても、生涯学習社会の中に生きる

姿勢・態度を養うとともに、地域社会に対して高校

がもつ施設や教育力を提供する必要がある。
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オ 教職員の資質向上への対応

生徒の多様化や社会の変化に伴い、教職員には、教科・科目の指導力に加え、

進路指導、生徒指導、教育相談、保護者・地域社会との連携など、より一層幅広

い分野に対応する資質・能力が求められている。

より適格性を有する教職員を確保するため、人物

重視の教員採用を一層推進する。また、豊かな人間

性、幅広い視野、教育に対する情熱や使命感をもち、

積極的に創意工夫する教職員となるよう、研修や人

事評価システムなどを通して、教職員の意識改革を

図る必要がある。

カ 開かれた学校づくりへの対応

学校運営や教育活動を改善・充実させるため、保護者や地域住民等からの意見

を学校の教育活動に生かすなど、開かれた学校づくりが求められている。

保護者や地域住民の信頼と期待にこたえるため、

学校の情報を積極的に公開するとともに、学校評価

システムの導入や、地域の人材活用を図るなど、家

庭、地域との交流・連携をさらに推進する必要があ

る。
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（３）計画の基本的な方向 ～三つの基本理念～

県教育委員会は、高校教育に期待されることを踏まえ、県立高校一校一校の活性化

・特色化をめざし、次の三つの基本理念に沿って、具体的な施策等を展開していく。

ア 明日をになう彩の国の人づくり -教育活動の充実-

生徒に確かな学力を身に付けさせ、多様な進路希望の実現、不登校や中途退学の

問題などに対応するため、教育活動の充実を図る。

そのため、個性を伸ばす学習指導や、社会の変化に対応した教育等により、学習

指導を充実させるとともに、豊かな人間性の育成や、健康・体力づくりを図る教育、

さらに、ノーマライゼーションの理念に基づく教育を推進する。

また、生徒の主体的な進路選択能力を育成する志を育てる教育や、就業体験等を

通して望ましい職業観・勤労観を育成するとともに、生徒の個性や能力を生かす部

活動を推進する。

イ 彩りゆたかな高校づくり -県立高校の再編整備-

県内中学校卒業者数は、ボトム期の平成１８年３月には、約６３，０００人にな

ると推計される。これは、ピーク時の平成元年３月の１１５，５８４人の約５５％

である。こうした生徒数の減少に対応するとともに、新しい時代に対応した魅力あ

る県立高校づくりの観点から、各学校の活性化・特色化をめざし、再編整備を進め

る。

今後の改革の方向としては、適正な学校規模を確保することにより、各学校の活

性化を図るとともに、単位制のシステムの全県的拡大、生徒の実態に応じた柔軟な

システムの導入、さらに、特色ある学校を設置するなど、各学校の特色化を図る。

ウ 信頼にこたえる開かれた学校づくり -教育諸条件の整備-

県立高校の教育環境の改善を図るとともに、開かれた学校づくりを進めるため、

教育諸条件の整備を図る。

そのため、校長のリーダーシップの確立などにより、学校の管理・運営の円滑化

等を図るとともに、学校の情報の積極的な公開、学校評議員制度や学校評価システ

ムの導入、地域の人材活用の促進などにより、地域に開かれた学校づくりを推進す

る。

また、教員採用選考試験の改善や人事異動の在り方の見直しなどにより、教職員

の採用・配置等の改善に取り組むとともに、経験年数に応じた研修等の整備や、社

会的視野を広げる体験的研修等により、教職員の意識改革を図る。

さらに、校舎の建て替え等の推進などにより、学校の施設・設備を整備するとと

もに、公開講座等の充実などにより、生涯学習社会に対応する。
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３ 計画の概念図

高校教育に期待されること

○ 社会の変化への対応 ○ 生徒の多様化への対応 ○ 心と体の教育への対応

○ 生涯学習社会への対応 ○ 教職員の資質向上への対応

○ 開かれた学校づくりへの対応

２１世紀いきいきハイスクール推進計画

－ 県立高校一校一校の活性化・特色化をめざして －

三 つ の 基 本 理 念

明日をになう 彩りゆたかな 信頼にこたえる

彩の国の人づくり 高校づくり 開かれた学校づくり

-教育活動の充実- -県立高校の再編整備- -教育諸条件の整備-

○ 確かな学力の育成 ○ 単位制のシステムの全 ○ 校長のリーダーシップ

○ 個性を伸ばす学習指導 県的拡大 の確立

の推進 ○ 総合学科高校の設置 ○ 学校経営改革の推進

○ 心と体の教育の推進 ○ 新しい発想の定時制・ ○ 教員採用の改善

○ 中途退学者等への対応 通信制高校の設置 ○ 経験年数に応じた研修

○ 志を育てる教育の推進 ○ 大学進学実績の向上を 等の整備

○ ノーマライゼーション めざす高校の指定 ○ 校内研修等の充実

の理念に基づく教育の推 ○ 情報に関する学科をも ○ ゆとりやうるおいのあ

進 つ専門高校の設置 る学校施設の整備

確かな学力 チャレンジ精神 社会性や国際性 豊かな人間性

県立高校では２１世紀をたくましく

しなやかに生きる生徒を育てます
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４ 計画の体系図

確かな学力の育成
１ 明日をにな (1) 学習指導の 個性を伸ばす学習指導の推進
う彩の国の人 充実 体験的な学習等の推進
づくり (P16) 社会の変化に対応した教育活動の推進

－教育活動の
充実－
(P16)

(2) 心と体の教 心と体の教育の推進
育の充実 教育相談体制の整備

(P24)

(3) ノーマライ 盲・ろう・養護学校との交流教育の推
ゼーションの 進
理念に基づく 高校における特別な教育的支援を要す
教育の推進 る生徒への対応

(P30) 高校における障害のある生徒に対する
支援

21
世 (4) 一人一人を 中高連携による中学生の適切な進路選
紀 大切にする積 択の実現
い 極的な生徒指 一人一人を大切にする指導の推進
き 導の充実 充実した校内教育相談体制の推進
い (P32) 中途退学者等への対応
き
ハ
イ
ス
ク (5) 進路指導の 志を育てる教育の推進ー

充実 進路希望実現に向けた支援と事業の推
ル (P36) 進
推
進
計
画

(6) 部活動など 生徒の個性や能力を生かす部活動の推
の充実 進

(P41) 開かれた部活動などの推進

２ 彩りゆたか (1) 県内中学校 県内中学校卒業者数の動向
な高校づくり 卒業者数の動 適正な学校規模

向と適正な学
－県立高校の 校規模
再編整備－ (P45)

(P45)

単位制のシステムの全県的拡大
(2) 今後の改革 生徒の実態に応じた柔軟なシステムの
の方向 導入

(P46) 普通科高校の特色化の推進
専門高校の改善の推進
定時制・通信制教育の改善の推進




